
 

 論説は、広島文理大の福島政雄教授の教

育精神論、「煩悩に即する教育力を論ず」と 

言う格調の高い講演を記述したもの。「西洋

と東洋」「ペスタロッチ」や「教育の力」を

述べたあと、「自分の目の前の子供をどうし

ようかと真剣に考え、真剣に苦しまなけれ

ば教育の問題は解決がつかない。煩悩即教

育力という味わいは、私共一人一人の生活

の実際問題である」と結論付けている。 

  いつの時代も、教育の主役は子どもたち

であり、教育の場での主体的・中心的な担

い手は子どもたちと直接向き合っている教

師である。 
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「友松」１７号 昭和 5 年（１９３０）１２月２７日発行 

 A5 版 総ページ １８６ページ 縦書き  一段または２段組 
 主な内容 （数字は ページ数） 
 ○ 会長挨拶 1  ○ 論説 30  ○ 県外消息 30  県内消息 30 

 ○ 会務・会計報告 役員名簿 編集後記 6 

 ○ 卒業生名簿 90 

   №３で 名簿については 詳細に紹介します。 

 

 

 

 

巻頭言は、昭和初期の困難な社会状況の中で「迎春ととも

に，前途に於いて大いに光明の赫奕たるものあるを認む。

気を壮にして大いに待たんかな。否大いに拓かんかな」と

いう板谷里次郎会長の昭和５年の歳末所感。      

  それから８０年の年月を経た今日、同様に困難な社会状

況の中で様々な課題に直面している私たちの胸に響くメ

ッセージである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  明治４３年３月卒業の会員（当時現職）による、友松会発展を念じて示唆に富んだ論考で要旨は

次の４点にまとめられる。 
① 友松会が世論喚起の中心となるには、会員相互の連絡提携がなければ望むことはできない。 
② 「溜まるれば腐る」。友松会も十年一日の如く同事業のみをしていては、この例に漏れない。 
    講演を聴くだけでなく、会員に教育上の問題を提起し、充分自由に協議・討議したことを纏め  
    て決議事項あるいは宣言として公表してはどうか。 
③ 如何なる団体も、その発展はリーダーの適切な指導のもとに団員の自覚ある活動によることは

論をまたない。友松会の幹部は進むべき方向を常に示して会員を鞭撻してほしい。 
④ 師範学校との有機的な連絡を一層密接にしたいものである。 
  鋭い眼力と友松会への熱い期待が込められている。８０年も前に書かれた文章だが、現在の友松

会が抱えている課題でもある。共同体組織としての友松会は、常に会員の声に耳を傾けながら、会

のあり方を考え、会員の要望充足のために活動することが求められているのである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県内消息は初めに、「付属だより」「女師付属

より」「寄宿舎だより」など、師範学校の会員

の様子が記述されている。編輯後記には、「県

内消息は、本号の新しい試みの一つだが原稿を

寄せた支部は半分以下」とある。 
「横浜市支部だより」によると、例年、友松会

総会と横浜支部総会と合同で開催しているが、

この年の泊を伴った総会には３５０人が出席

し、翌日午後まで盛り上がったとのこと。その

他の支部だよりも、会員の個人名を挙げて、教

職面だけでなく、スポーツ大会等で活躍の記録

や私生活にも触れてユーモアたっぷり伝えて

いる。 

 編輯後記によると「１７号で特に意を用い

たのが県外通信。県外で鎌倉武士の本領を発

揮して活躍している会員からの通信であ

る。」その冒頭は、明治１２年卒で東京の小

石川在住の会員が、横浜で開かれた友松会総

会で演述した要旨。東京の会員の活躍ぶりや

後輩への期待を述べている。続く、大阪・佐

賀・鹿児島等からの通信は、鎌倉師範時代の

思い出や任地の様子、会員の活躍を伝えてい

る。国外では、日本の統治下にあった台湾か

ら。台北市の会員の消息や日本人の生活の様

子などが記述されている。当時、友松会員は

全国で活躍しており、大阪からの通信には、

「若い人はドシドシ来阪を」とある。いずれ

にしても、この県外通信から、友松会のネッ

トワークの広さや、昭和初期の時代思潮を読

み取ることができ興味深い。 


